
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

三
月
三
日
、
二
月
に
九
十
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
ご
利
用
者

の
希
望
で
向
か 

っ
た
の
は
、
ご 

自
宅
で
し
た
。 

思
い
出
が
沢
山 

詰
ま
っ
た
久
し 

ぶ
り
の
我
が
家
。 

何
も
か
も
が
懐 

か
し
く
、
帰
り 

際
は
、
そ
の
場
を
離
れ
る
の
が
、

名
残
惜
し
い
ご
様
子
で
し
た
。 

帰
園
後
は
、
外
出
先
で
選
ん
で

い
た
だ
い
た
ケ
ー
キ
を
ユ
ニ
ッ
ト 

の
み
な
さ
ん 

で
召
し
上
が 

っ
て
い
た
だ 

き
、
楽
し
い 

誕
生
日
の
イ 

ベ
ン
ト
と
な 

り
ま
し
た
。 

 

  

二
月
十
三
日
、
Ｄ
ユ
ニ
ッ
ト
で

は
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
因
ん

で
、
お
や
つ
に
『
チ
ョ
コ
フ
ォ
ン

デ
ュ
』
を
作
り
ま
し
た
。 

果
物
や
プ
チ
シ
ュ
ー
に
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
を
絡
め
て
召
し
上
が
っ
て

頂
き
ま
し
た
。
普
段
の
食
事
で
は

介
助
が
必
要
な
方
が
、
ご
自
分
で

チ
ョ
コ
を
つ
け
て
召
し
上
が
る
姿

も
み
ら
れ
ま
し
た
。 

イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
楽
し
み
な

が
ら
、
機 

能
向
上
な 

ど
に
繋
が 

る
と
い
い 

な
と
思
っ 

て
い
ま
す
。 
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『
ね
え
ね
え
遊
ぼ
う
』 

『
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
ね
』 

『
待
て
な
い
よ
～
』 

『お花見』 

『習字（ひな祭り）』 『生け花』 

『曾孫の誕生』 

三
月
十
五
日
、
消
防
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
一
階
厨

房
か
ら
の
火
災
を
想
定
し
、
初
期

消
火
、
通
報
、
避
難
誘
導
、
伝
達

報
告
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。 

訓
練
で
は
、
火
災
警
報
が
鳴
り

響
く
中
で
、
平
常
心
で
行
動
す
る

事
や
大
き
な
声
を
出
す
事
の
大
切

さ
な
ど
、
多
く
の
事
に
気
付
か
さ

れ
ま
す
。 

災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
各
自

が
適
切
な
行
動
を
と
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
今
後
も
定
期
的
に
実

践
訓
練
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。 

 

 

  

【避難】 火元から離れた非常口から 

ご利用者を安全な場所へ運びます。 

【消火器訓練】 （水）消火器を使用し

て、訓練を行います。 

 

●
褥

じ
ょ
く

瘡 そ
う

と
は
？ 

寝
た
き
り
な
ど
に
よ
っ
て
、
体
重
で
圧
迫
さ
れ
て
い
る
場
所
の
血
流
が

悪
く
な
っ
た
り
滞
る
こ
と
で
、
皮
膚
の
一
部
が
赤
く
な
っ
た
り
、
た
だ
れ

た
り
、
傷
が
出
来
た
り
し
て
し
ま
う
病
気
で
す
。
皮
膚
の
表
面
だ
け
で

な
く
、
皮
膚
の
中
に
あ
る
骨
に
近
い
部
分
ま
で
傷
つ
い
て
い
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。 

●
ど
ん
な
人
が
な
り
や
す
い
？ 

自
分
で
体
を
動
か
す
こ
と
が
出
来
ず
長
時
間
寝
た
き
り
で
、
栄
養
状

態
が
悪
い
、
皮
膚
が
弱
く
な
っ
て
い
る
（
高
齢
者
、
排
泄
物
や
汗
な
ど
で

皮
膚
が
ふ
や
け
て
い
る
、
む
く
み
が
強
い
、
薬
の
副
作
用
な
ど
で
免
疫

力
が
弱
く
な
っ
て
い
る
）
人
が
圧
迫
だ
け
で
な
く
摩
擦
な
ど
の
刺
激
が

繰
り
返
さ
れ
る
と
褥
瘡
に
な
り
や
す
い
。 

●
予
防
法
は
？ 

・
長
時
間
同
じ
場
所
を
圧
迫
し
な
い
（
体
位
交
換
） 

・
栄
養
状
態
の
改
善 

・
摩
擦
や
ず
れ
な
ど
刺
激
を
少
な
く
す
る 

・
清
潔
な
皮
膚
状
態
を
保
つ 

開催日：３月 10 日 

場 所：特養 多目的ホール 
 

 

３月 10 日に家族会を開催しました。今回は、主に平成 30 年度介護報

酬改定について説明を行いました。その後の懇親会では、施設生活での

気になる点などについて、ご質問を頂戴しました。 

   

Ｑ１．買物などの外出は行っているのですか。 

Ａ１．個別ケアとしての取り組みを行っており、外出に限らず、行事は 

   ご利用者の状態にあわせて、ユニット毎に実施しています。 

Ｑ２．褥瘡（じょくそう）は、どういう時に見つけるのですか。 

Ａ２．日々の排泄・入浴介助の際に皮膚状態の観察を行っています。 

   状態に応じて軟膏を塗布したり、皮膚科の医師に往診していただ 

   いたりして対応しています。 

   

家族会の運営についてもご意見をいただきましたので、今後の運営に活

かして参ります。今後ともお気づきの点や相談事項等ございましたら、

お気軽に職員にお声がけ下さい。 

                      

生活相談員 阿南史紀      



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

       

一
月
十
四
日
、
高
次
脳
機
能
障

害
リ
ハ
ビ
リ
講
習
会
に
参
加
し
ま

し
た
。 

高
次
脳
機
能
障
害
と
は
、
事
故

な
ど
の
頭
部
外
傷
や
認
知
症
等
で

脳
に
障
害
を
負
っ
た
場
合
に
見
ら

れ
る
病
気
で
す
。
若
い
人
か
ら
高

齢
者
ま
で
幅
広
く
、
症
状
は
記
憶

障
害
・
注
意
障
害
・
社
会
的
行
動

障
害
（
社
会
的
に
受
入
が
た
い
行

動
を
す
る
）・
遂
行
機
能
障
害 

 

（
人
に
指
示
し
て
も 

ら
わ
な
い
と
何
も
で 

き
な
い
）
と
い
っ
た 

多
様
な
症
状
が
み
ら 

れ
、
日
常
生
活
を
送
る
事
が
困
難

に
な
り
ま
す
。 

社
会
復
帰
に
は
、
周
り
も
障
害

に
つ
い
て
知
る
事
・
生
活
の
困
難

さ
を
本
人
が
で
き
る
に
は
ど
う
工

夫
し
た
ら
い
い
か
考
え
る
事
・
あ

せ
ら
ず
根
気
が
必
要
だ
と
感
じ
ま

し
た
。 

機
能
訓
練
・
作
業
療
法
士 

 

岡
﨑
典
子 
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アボカドとマグロのワサマヨ和え 

食材

アボカド         1/2 個 

マグロ（トロ）      60 ｸﾞﾗﾑ 

ブロッコリースプラウト  10 ｸﾞﾗﾑ 

マヨネーズ        大さじ 1 杯 

わさび          少々 

薄口しょうゆ       少々 

作り方 
 1. アボカドとマグロは、食べやすいように一口大に切ります。 
   ブロッコリースプラウトは、１／２に切ります。 
 2. ボールにマヨネース、わさび、薄口しょうゆを入れて、よく

混ぜます。 
 3. 2.のなかに切った食材を入れて混ぜ合わせます。 
 
Point 器に盛るときは、スプーンを２つ持ち、小高く盛るときれ 

いにできます。 

アボカド 
 血管のしなやかさを保ち、動脈硬化を防ぐビタミンＫの宝
庫で、美容効果もあります。余分な塩分を排出するカリウ
ムや葉酸も豊富です。特にビタミンＫが認知症予防に効果
があります。 

 
マグロ（トロ） 
 脳の認知機能に欠かせない、オメガ３（ＤＨＡ、ＥＰＡ、
αリノレン酸）が不足するとアルツハイマー病のリスクが
高まると言う調査結果もあるほど重要な栄養素です。 

ユニットケアとは、より自宅に近い環境の介護施設で他の利用者と共同生活を営みながら、個別にケアを受けられる介護スタイルのことです。『プライ

バシーの守られる個室』と『他の入居者やスタッフと交流が持てる共同の居間』で生活していきます。また、食事の時間や起きる時間など、入居者様によ

って異なり、一人一人の個性や生活リズムを尊重したケアが可能になります。 

ユニット紹介 

新年度を迎え、今後の取り組み

について、ユニット 

リーダーに聞きました。 

ユニット 
ユニット 

ユニット ユニット 

こちらは、４ユニット唯一のショートステイ（短期

入所生活介護）施設です。日頃、在宅で生活されて

いる方が短期的に利用し、日常生活の介護などを 

受けながら生活するスペースになります。 

ユニットの様子 

     ご自身のお部屋でゆったり過ごしたり、 

ホールで仲良しのご利用者同士、おし 

ゃべりに花を咲かせたりしています。  

また、塗り絵や壁絵への取り組みや季節行事への参加も積極的

に行っています。 

今後の取り組み 

現在のケアに加え、日常生活の中で 

の楽しみが増えていく様に、新たな 

日々の活動を増やしていく事を目標 

に取り組みます。 

 

リーダー 大林 

 

ショートステイ 

作品作りの様子 

取り組み内容 

少しでも心と体が健やかになるリハビリ 

を目指し、個別や集団での訓練を行って 

います。 

訓練メニュー 

自分で動くことが困難な方は、他動で 

関節を動かしたり、身体が固くなって 

いる時は、マッサージをしています。 

「自分で歩きたい」「自分でトイレに 

行きたい」などの希望があれば、目標 

に向けた計画をたて訓練をします。 

運動の他にも、学習・作品作りなども 

行っています。 

いずれも、もっている機能を活かせる 

ように努めています。 

集団レクリエーションの様子 

ユニットの様子 

ホールには観葉植物をテラスには季節の花を飾り、 

観て触れて楽しむ、また、懐かしい歌や童謡など 

の音楽を流して、耳からの刺激を提供しています。 

今後の取り組み 

穏やかに毎日を過ごしていただけるように日々のお世話や声掛

けを笑顔で行います。ご利用者ひとりひとりに合った個別ケア

の充実に継続して取り組みます。 

リーダー 山本 

 

ユニットの様子 

午前、午後に３０分～１時間程度、運動レクや頭の体操、映画鑑

賞などの活動を行っています。その他、リビングスペースのソフ

ァでゆったりとくつろいだり、読書スペースで本を読んだりし

て過ごしています。 

今後の取り組み 

現在取り組んでいる日課の充実をはかり、 

『明るく楽しいユニット』を目指します。 

 

リーダー 後藤 

 

ユニットの様子 

月に１度の集団レクリエーションでは 

楽しく身体を動かしたり、ご利用者の 

誕生日会では、合唱をするなど皆でお祝いを 

します。 

今後の取り組み 

ご利用者と職員で、笑いが絶えないアットホームなユニットを 

目指していきます。 

             ユニットの飾りも少しずつ春仕様

に代わり、ご利用者の写真も掲示

していますので、 

ご覧下さい。 

 

リーダー 本田 

 

http://userdisk.webry.biglobe.ne.jp/011/853/48/N000/000/006/140990935082055149226.gif

